
   

   
  

テテーーママ  

「京都市の市街地を流れる鴨川の環境と魚類群集」 
Environment and Fish Communities in the Kamo River, Kyoto 

 

講演者：京の川の恵みを活かす会 
The Kyoto Citizens Group for Enjoying River Ecosystem Services  

幹事 横田康平 氏 
Organizing Committee Member Kohei Yokota 

 

日  時：令和８年１１月６日（金）17：00～18：15 

場  所：知識科学研究棟Ⅱ棟４階 コラボレーションルーム１ 

      及びオンライン 
下記 URL のフォームまたは QR コードからお申込みください。     

オンライン参加者には Zoom の会議室情報をお送りします。 

【URL】 https://forms.gle/xxGg2735oPwPYVcU6  

                                                      

      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合わせ先：准教授 吉岡 秀和 （E-mail： yoshih@jaist.ac.jp） 

講演者略歴 

2010: 兵庫県立川西緑台高等学校 卒業 

2014: 愛媛大学農学部 卒業 

2015–現在: 京の川の恵みを活かす会 

2016: 京都大学大学院農学研究科 修士課程 修了 

2019: 京都大学大学院農学研究科 博士後期課程 指導認定退学 

2019–現在: IT 系企業 研究開発部 

講演要旨： 
京都市の市街地を流れる鴨川の環境と魚類群集について、潜水調査から得られた知見を中心に解

説する。まず、現地観察と統計モデルによる分析から、瀬や淵などの河川地形と魚類群集の対応関係

を示し、個々の地形が魚類に対して有する機能を考察する。また、鴨川に流入する湧水が、魚類の保

全上、重要であることを説明する。最後に、これらの知見を踏まえ、河川生態系を持続的に保全するた

めに、どのような環境を形成していく必要があるか考察する。その際、フィールドワークが仮説形成にも

果たす役割に着目し、環境政策との関係についても考える。 

第 12 回研究科セミナー（データ社会メディア研究領域） 

 


